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教
育
勅
語
と
建
国
の
思
想

佐

藤

一

伯

は
じ
め
に

　

建
国
の
「
建
」
は
、
創
建
・
創
立
・
肇
造
な
ど
と
同
じ
意
義
を
有

し
て
お
り
、「
建
国
」
と
は
国
家
の
創
造
、
国
づ
く
り
の
こ
と
で
す
。

明
治
天
皇
が
憲
法
発
布
の
翌
年
、
明
治
二
十
三
年
に
渙
発
さ
れ
た

「
教
育
勅
語
」
に
、「
我
カ
皇
祖
皇
宗
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
」
と

あ
る
の
も
、
日
本
の
建
国
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
建
国
す
な
わ
ち
「
国
づ
く
り
」
の
活
動
は
、
そ

の
国
の
歴
史
と
と
も
に
連
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
建
国
と

申
し
ま
す
と
、
印
象
と
し
て
は
国
家
創
造
の
歴
史
の
最
初
に
遡
る
の

が
自
然
で
す
が
、
建
国
を
最
初
の
一
時
期
に
限
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
明
治
二
年
九
月
の
「
刑
律
改
撰
の
詔
」
に
、「
我
大
八
洲
ノ

国
体
ヲ
創
立
ス
ル
邃
古
ハ
措
テ
論
セ
ス
神
武
天
皇
以
降
二
千
年
寛
恕

ノ
政
以
テ
下
ヲ
率
ヰ
忠
厚
ノ
俗
以
テ
上
ヲ
奏
ス
」
と
あ
る
の
は
、
神

代
に
創
立
し
た
国
の
基
の
連
続
と
い
う
大
御
心
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
儒
学
者
佐
藤
一
斎
の
『
言
志
録
』
に
、「
立
志
の
立
の

字
、
堅
立
・
標
置
・
不
動
の
三
義
を
兼
ぬ
」
と
あ
る
の
に
倣
え
ば
、

「
建
国
」
に
も
①
国
づ
く
り
の
開
始
、
②
国
づ
く
り
の
目
標
、
③
国

づ
く
り
の
永
続
と
い
う
三
つ
の
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
国
づ
く
り
と
は
国
家
の
理
想
的
発
展
を
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
の
指
導
精
神
を
「
建
国
の
精
神
」
と
言
い
ま
す
。
以
上
は
、

戦
前
の
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
亘
理
章
三
郎
氏
の
大
著
『
建
国

の
精
神
と
建
国
史
観
』（
大
成
書
院
、
昭
和
四
年
）
の
「
建
国
の
精
神

及
び
建
国
史
の
意
義
」
の
章
（
五
九
～
六
七
頁
）
を
参
考
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
日
本
人
が
国
づ
く
り
の
目
標
と
す
べ
き
精
神
、
す

誌
上
講
演
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な
わ
ち
「
建
国
の
精
神
」、
な
い
し
は
演
題
に
掲
げ
ま
し
た
「
建
国

の
思
想
」
と
は
な
に
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
に
お
い
て
、
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
に
、
明
治
天
皇

が
下
さ
れ
ま
し
た
「
教
育
勅
語
」
に
は
、
か
つ
て
宮
内
省
の
臨
時
帝

室
編
修
管
と
し
て
「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
に
携
わ
っ
た
渡
邊
幾
治

郎
氏
が
、『
教
育
勅
語
渙
発
の
由
来
』（
学
而
書
院
、
昭
和
十
年
）
の
中

で
、「
こ
の
聖
勅
は
我
が
国
体
の
精
華
に
発
し
、
建
国
の
精
神
に
基

づ
き
、
三
千
年
の
歴
史
に
培
は
れ
た
国
民
の
道
徳
的
理
想
の
発
達
し
、

結
実
し
た
も
の
」（
緒
論
、
二
～
三
頁
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の

建
国
以
来
、
今
日
に
受
け
継
が
れ
た
、
大
切
な
教
え
が
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
渡
邊
氏
は
さ
ら
に
、「
人
若
し
所
謂
伝
家
の
宝
物
の
貴
ぶ

べ
き
こ
と
を
知
ら
ば
、
こ
の
勅
語
、
国
民
道
徳
の
結
晶
と
見
る
べ
き

最
大
な
国
宝
の
真
に
尊
重
す
べ
き
も
の
で
、
決
し
て
失
ふ
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
」（
同
、
三
頁
）
と
も
述
べ
て
、

「
教
育
勅
語
」
を
国
民
が
失
っ
て
は
な
ら
な
い
「
最
大
の
国
宝
」
で

あ
る
と
の
讃
辞
を
遺
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
渡
邊
氏
は
、
教
育
勅
語
の
意
義
と
し
て
次
の
三
点
を
強

調
し
て
お
り
ま
す
。

（
一
）�　

わ
が
国
民
の
精
神
か
ら
発
し
、
歴
史
に
培
わ
れ
た
固
有

の
思
想
で
あ
る
こ
と
。

（
二
）�　

明
治
天
皇
の
御
精
神
、
御
性
格
、
御
行
動
の
反
映
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
三
）�　

法
律
・
勅
令
の
よ
う
な
命
令
で
は
な
く
、
国
民
の
父
母

た
る
天
皇
が
道
徳
の
根
本
を
説
い
て
教
導
さ
れ
た
聖
訓
で

あ
り
、
国
民
が
拝
受
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
『
武
士

道
』
を
出
版
し
、「
正
義
」「
勇
気
」「
礼
儀
」「
正
直
」
な
ど
、
日
本

人
の
伝
統
的
な
道
徳
を
海
外
に
英
文
で
紹
介
し
た
、
わ
が
郷
土
岩
手

県
の
偉
人
・
新
渡
戸
稲
造
の
次
の
言
葉
は
、
渡
邊
幾
治
郎
氏
の
教
育

勅
語
論
を
補
完
す
る
に
相
応
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
十
五
年
に
陸
海
軍
の
軍
人
に
賜
は
つ
た
、
勅
諭
〔
軍
人

勅
諭
＝
軍
人
の
守
る
べ
き
忠
節
・
礼
儀
・
武
勇
・
信
義
・
質
素

の
五
つ
の
徳
目
と
、
そ
の
根
底
と
し
て
の
誠
心
（
ま
ご
こ
ろ
）

の
大
切
さ
を
説
い
た
〕
な
る
も
の
は
、
軍
人
な
ら
ざ
る
国
民

（
シ
ヴ
イ
ル
人
民
）
に
賜
は
つ
た
も
の
と
僕
は
信
ず
る
。
然
る
に

そ
れ
で
は
余
り
に
漠
然
と
し
て
、
普
及
す
る
道
が
明
ら
か
で
な

い
か
ら
、
教
育
機
関
を
用
ゐ
て
一
般
人
民
に
伝
へ
ら
る
る
や
う

に
な
つ
て
を
る
も
の
〔
が
教
育
勅
語
〕
で
あ
ら
う
。
な
ほ
勅
語

の
発
布
さ
れ
た
形
式
を
見
る
に
、
丁
度
勅
諭
が
陸
海
軍
大
臣
の

副
署
も
な
く
、
単
に
御
名
御
璽
と
し
て
、
い
は
ば
役
人
の
手
を

経
ず
に
、
直
接
陛
下
よ
り
軍
人
に
賜
は
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
法
律
上
か
ら
論
じ
た
な
ら
ば
、
大
元
帥
と
い
ふ
御
資
格
を

も
つ
て
軍
人
に
賜
は
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
と
も
思
は
る
る
が
、

こ
の
形
に
よ
つ
て
教
育
勅
語
も
た
だ
一
人
の
大
臣
の
署
名
さ
へ
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な
く
、
御
名
御
璽
と
の
み
あ
つ
て
発
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
大
元
帥
の
御
資
格
で
な
く
、
む
し
ろ
国
父
と
し
て
、
親
の

子
を
教
ゆ
る
が
ご
と
き
大
御
心
に
よ
つ
て
賜
つ
た
も
の
で
あ
る

ま
い
か
。
明
治
天
皇
の
御
製
を
拝
読
す
る
に
い
か
に
も
事
に
つ

け
、
物
に
つ
け
、
陛
下
が
民
の
労
苦
を
思
召
し
、
民
の
幸
福
を

祈
ら
せ
給
ふ
た
大
御
心
が
拝
察
せ
ら
れ
る
。
暑
い
時
に
は
暑
い

や
う
に
、
煮
え
る
ご
と
き
田
に
耕
す
者
、
寒
い
時
に
は
寒
い
や

う
に
、
温
き
着
物
な
き
者
の
身
に
御
同
情
な
さ
れ
る
有
様
は
、

我
々
の
屡
々
拝
読
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
親
で
な
け
れ
ば
こ
れ

程
に
も
思
は
れ
ま
い
と
思
ふ
や
う
な
、
温
い
柔
し
い
御
真
情
が

溢
れ
て
を
る
。
そ
の
こ
と
を
知
る
者
は
、
勅
語
も
親
の
子
に
賜

ふ
た
も
の
な
ら
ん
と
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。（
新
渡
戸
稲
造
「
教

育
勅
語
発
布
四
十
年
を
迎
へ
て
」『
実
業
之
日
本
』
三
三
―
二
二
、
昭

和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

　

新
渡
戸
稲
造
は
こ
の
よ
う
に
、「
教
育
勅
語
」
が
国
民
に
と
っ
て

特
別
な
詔
勅
で
あ
る
こ
と
を
、
晩
年
の
昭
和
五
年
に
説
い
て
お
り
ま

す
。
明
治
天
皇
に
も
献
上
さ
れ
た
名
著
『
武
士
道
』
で
新
渡
戸
稲
造

が
述
べ
た
、「
王
政
復
古
の
暴
風
と
国
民
的
維
新
の
旋
風
と
の
中
を

我
が
国
船
の
舵
取
り
し
大
政
治
家
た
ち
は
、
武
士
道
以
外
何
ら
の
道

徳
的
教
訓
を
知
ら
ざ
り
し
人
々
で
あ
っ
た
」（
矢
内
原
忠
雄
訳
）
と
の

思
い
は
、
旧
南
部
藩
士
の
父
祖
の
血
を
受
け
継
ぐ
新
渡
戸
稲
造
自
身

の
人
生
観
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

幼
く
し
て
親
を
失
っ
た
新
渡
戸
稲
造
を
は
じ
め
、
近
代
日
本
の
発

展
の
た
め
に
活
躍
し
た
人
々
の
多
く
が
、
明
治
天
皇
が
明
治
二
十
四

年
に
お
詠
み
に
な
り
ま
し
た
、

と
こ
し
へ
に
民
や
す
か
れ
と
い
の
る
な
る
わ
が
世
を
ま
も
れ
伊

勢
の
お
ほ
か
み

な
ど
、
国
民
の
生
活
を
案
じ
ら
れ
た
御
製
の
数
々
や
、「
教
育
勅
語
」

を
通
し
て
、
さ
ら
に
は
、
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
後
、
大
正
九
年

に
、
明
治
天
皇
と
お
后
の
昭
憲
皇
太
后
を
お
祀
り
す
る
た
め
に
、
全

国
か
ら
の
献
木
と
青
年
団
の
奉
仕
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
、
東
京
代
々

木
の
明
治
神
宮
を
拝
し
ま
し
て
、
明
治
天
皇
の
こ
と
を
、
あ
た
か
も

自
分
の
父
親
の
よ
う
に
、
心
か
ら
お
慕
い
申
し
上
げ
て
い
た
こ
と
が

感
銘
深
く
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
私
ど
も
国
民
に
と
っ
て
、「
最
大
の
国
宝
」
と
申

し
上
げ
る
べ
き
「
教
育
勅
語
」
に
つ
い
て
、
そ
の
渙
発
の
経
緯
や
内

容
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
明
治
天
皇
が
国
民
に
賜
っ
た
「
教
育
勅

語
」
に
は
、
と
り
わ
け
日
本
の
建
国
、
国
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
大
御
心
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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一
、
教
育
勅
語
渙
発
の
由
来

明
治
維
新
の
二
大
精
神
―
復
古
思
想
と
開
化
思
想

　

明
治
維
新
に
は
二
つ
の
大
き
な
目
標
（
思
想
）
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
王
政
復
古
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
文
明
開
化
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
大
き
な
目
標
の
調
和
し
た
も
の
が
、
明
治
元
年
三
月
十

四
日
に
、
明
治
天
皇
が
京
都
御
所
の
紫
宸
殿
に
、
天
地
の
神
々
を
祭

り
お
誓
い
に
な
っ
た
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
で
す
。
そ
こ
に
は
「
智

識
を
世
界
に
求
め
、
大
に
皇
基
を
振
起
す
べ
し
」
と
い
う
一
箇
条
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
い
う
「
皇
基
」、
皇
国
の
基
と
は
、
後
に
触

れ
ま
す
教
育
勅
語
に
あ
る
「
天
壌
無
窮
の
皇
運
」
と
同
じ
意
味
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
世
界
中
の
知
識
や
技
術
を
採
用

し
て
近
代
化
、
文
明
開
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
一
方
で
王
政
復
古
に

象
徴
さ
れ
る
、
日
本
古
来
の
正
し
い
道
の
発
展
に
資
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に
示
さ
れ
た
「
和

魂
洋
才
」
の
精
神
は
、
今
な
お
尊
ば
れ
る
べ
き
明
治
維
新
の
精
神
の

基
で
あ
り
、「
教
育
勅
語
」
は
こ
の
明
治
維
新
の
精
神
か
ら
出
発
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
教
宣
布
と
三
条
教
則
―
国
民
教
育
の
原
点

　

明
治
維
新
の
精
神
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
、
王
政
復
古
を
基
調
と
し

た
日
本
の
正
し
い
道
、
正
し
い
教
え
の
普
及
を
目
指
し
て
、
当
初
明

治
政
府
は
、
大
教
宣
布
と
申
し
ま
し
て
、
神
道
に
よ
る
国
民
教
化
の

政
策
を
推
進
し
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
に
教
部
省

が
、
全
国
の
神
職
や
僧
侶
な
ど
、
国
民
を
教
導
し
善
導
す
る
立
場
に

あ
っ
た
全
国
の
教
導
職
に
、「
三
条
の
教
則
」
を
通
達
し
ま
し
た
。

「
第
一
条
・
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事
」（
神
様
を
敬
い
、
国
家
を

愛
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
）、「
第
二
条
・
天
理
人
道
ヲ
明

ニ
ス
ヘ
キ
事
」（
天
地
普
遍
の
人
の
道
、
道
徳
を
教
育
す
る
こ
と
）、「
第

三
条
・
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
ヘ
キ
事
」（
皇
室
を
敬
い
、

国
の
定
め
た
法
律
の
遵
守
を
教
え
る
こ
と
）、
以
上
の
三
箇
条
が
、
全
国

の
神
職
や
僧
侶
ら
教
導
職
に
課
せ
ら
れ
た
国
民
教
育
の
綱
領
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
精
神
が
、
や
が
て
明
治
二
十

三
年
の
教
育
勅
語
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

大
教
宣
布
の
事
業
は
、
教
導
職
の
制
度
が
明
治
十
七
年
に
廃
止
さ

れ
た
た
め
、
必
ず
し
も
十
分
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
も
話
題
に
し
た
新
渡
戸
稲
造
は
、
少

年
時
代
に
東
京
に
お
き
ま
し
て
、
教
導
職
の
講
話
を
熱
心
に
聴
講
し

た
一
人
で
あ
り
ま
す
。
新
渡
戸
稲
造
は
少
年
時
代
、
神
社
の
宮
司
さ

ん
か
ら
「
人
の
心
の
中
に
は
神
様
が
宿
っ
て
い
る
」
と
い
う
教
え
を

受
け
て
、
そ
れ
が
一
生
涯
の
大
き
な
心
の
支
え
に
な
っ
た
と
述
べ
て

お
り
ま
す
（
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
維
新
と
伝
統
―
日
本
論
・
神
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道
論
を
手
が
か
り
に
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
五
、
平
成
二

十
年
）。

学
制�
頒
布
と
実
学
の
普
及

―
明
治
初
期
の
学
校
教
育
の
道
徳
軽
視

　

次
に
、
明
治
維
新
の
も
う
一
つ
の
精
神
で
あ
る
、
文
明
開
化
を
基

調
と
し
た
、
近
代
化
の
推
進
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
明
治
政
府
は
文

部
省
を
設
置
し
て
、
教
育
の
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
明
治
五

年
八
月
に
学
制
が
発
布
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
に
倣
い
、

「
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
」
こ
と
を

目
標
に
し
て
、
福
澤
諭
吉
の
『
学
問
ノ
ス
ヽ
メ
』
の
実
学
主
義
を
意

識
し
、
全
国
に
小
学
校
を
設
置
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る

小
学
校
は
、
明
治
維
新
の
文
明
開
化
、
近
代
化
の
精
神
を
体
し
て
設

置
さ
れ
た
、
歴
史
的
に
重
要
な
教
育
施
設
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
設
立
当
初
の
学
校
で
は
、
西
洋
的
な
近
代
化
を
基
調
と

し
た
教
育
を
重
視
し
た
た
め
、
道
徳
の
科
目
が
最
下
位
に
置
か
れ
、

し
か
も
、
教
科
書
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
で
使
わ
れ
て
い
た
教
科
書
を
翻
訳
し
た
も
の

（
常
磐
貞
尚
著
『
民
家
童
蒙
解
』
享
保
二
十
年
刊
、
英
国
チ
ャ
ン
ブ
ル
著
・

福
澤
諭
吉
訳
『
童
蒙
教
草
』
明
治
五
年
、
仏
国
ボ
ン
ヌ
著
・
箕
作
麟
祥
訳

『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
明
治
四
年
、
米
国
ウ
エ
ー
ラ
ン
ド
著
・
阿
部
泰
蔵
訳
『
修

身
論
』
明
治
六
年
な
ど
）
が
使
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
前
の
伝
統
的
な

道
徳
を
学
校
で
教
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
聖
旨
教
学
大
旨
」

　

明
治
天
皇
は
、
明
治
五
年
よ
り
十
八
年
ま
で
、
六
回
に
わ
た
る
地

方
巡
幸
に
よ
っ
て
、
北
は
北
海
道
よ
り
南
は
九
州
の
鹿
児
島
ま
で
、

日
本
全
国
を
つ
ぶ
さ
に
ご
視
察
に
な
り
、
学
校
の
授
業
も
ご
覧
に

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
明
治
十
二
年
に
は
、
側
近
の
元
田
永
孚
（
熊

本
藩
出
身
の
儒
学
者
で
、
明
治
天
皇
の
御
修
学
に
最
も
力
を
尽
く
し
、
教
育

勅
語
の
起
草
に
も
関
わ
っ
た
一
人
）
に
、
次
の
よ
う
に
教
育
現
場
を
ご

覧
に
な
っ
た
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

教
学
ノ
要
、
仁
義
・
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
智
識
・
才
芸
ヲ
究

メ
、
以
テ
人
道
ヲ
尽
ス
ハ
、
我
祖
訓
、
国
典
ノ
大
旨
、
上
下
一

般
ノ
教
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
然
ル
ニ
輓
近
専
ラ
智
識
・
才
芸
ノ
ミ

ヲ
尚
ト
ヒ
、
文
明
開
化
ノ
末
ニ
馳
セ
、
品
行
ヲ
破
リ
、
風
俗
ヲ

傷
フ
者
少
ナ
カ
ラ
ス
、
然
ル
所
以
ノ
者
ハ
、
維
新
ノ
始
、
首
ト

シ
テ
陋
習
ヲ
破
リ
、
智
識
ヲ
世
界
ニ
広
ム
ル
ノ
卓
見
ヲ
以
テ
一

時
西
洋
ノ
長
所
ヲ
取
リ
、
日
新
ノ
効
ヲ
奏
ス
ト
雖
モ
、
其
流
弊
、

仁
義
・
忠
孝
ヲ
後
ニ
シ
、
徒
ニ
洋
風
是
競
フ
ニ
於
テ
ハ
将
来
ノ

恐
ル
ル
所
、
終
ニ
君
臣
・
父
子
ノ
大
義
ヲ
知
ラ
セ
ル
ニ
至
ラ
ン

モ
測
ル
可
カ
ラ
ス
（
侍
講
元
田
永
孚
が
記
録
）

　

日
本
の
伝
統
的
な
教
育
の
基
本
は
仁
義
・
忠
孝
と
い
っ
た
道
徳
を
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学
び
、
そ
の
上
で
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
世
の
た
め
人
の
た

め
に
尽
く
す
こ
と
に
あ
る
が
、
近
年
の
状
況
は
知
識
や
技
能
の
習
得

の
み
を
尊
び
、
道
徳
の
教
育
が
疎
か
に
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
将
来

の
こ
と
を
大
変
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
天
皇
は
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
明
治
十
二
年
頃
か
ら
、
ご
自

身
の
学
校
現
場
の
ご
視
察
を
も
と
に
、
後
の
教
育
勅
語
へ
と
受
け
継

が
れ
る
国
民
の
道
徳
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
の
お
考
え
が
お
あ
り
で

し
た
。

明
治
十
年
代
以
降
の
徳
育
論
―
皇
室
の
重
要
性
の
再
認
識

　

道
徳
教
育
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
十
五
年
に
は
福
澤
諭
吉
が
『
帝
室
論
』
に
お
い
て
「
帝
室

は
人
心
収
攬
の
中
心
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
明
治
二
十
二
年
に
は
、

教
育
家
の
西
村
茂
樹
が
、「
今
日
断
然
と
大
詔
を
発
せ
ら
れ
、
国
民

の
道
徳
教
育
は
帝
室
に
於
て
全
く
其
基
礎
を
定
め
ら
れ
」
と
い
う
よ

う
に
、
皇
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
道
徳
教
育
の
基
本
を
示
す
べ
き
と

の
提
言
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
勅
語
の
渙
発

　

憲
法
発
布
の
翌
年
、
明
治
二
十
三
年
二
月
の
地
方
官
会
議
で
徳
育

の
問
題
が
議
論
さ
れ
、
岩
手
県
の
石
井
省
一
郎
知
事
ら
が
提
言
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
っ
た
明
治
天
皇
は
、
時
の

文
部
大
臣
榎
本
武
揚
に
、
徳
育
に
関
す
る
箴
言
（
格
言
）
案
の
作
成

を
御
下
命
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
三
年
五
月
に
内
閣
の
改
造
が

あ
り
、
文
部
大
臣
に
芳
川
顕
正
が
就
任
し
ま
す
。
時
の
総
理
大
臣
は

山
縣
有
朋
で
す
。
文
部
省
の
命
に
よ
り
、
最
初
に
中
村
正
直
（
東
京

帝
大
教
授
、
洋
学
に
通
じ
た
漢
学
者
、『
西
国
立
志
編
』
の
訳
者
）
が
六
月

に
草
案
し
ま
し
た
。
忠
孝
の
根
源
は
敬
天
・
敬
神
に
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
も
の
で
し
た
が
、
廃
案
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
法
制

局
長
官
の
井
上
毅
が
新
に
草
稿
し
た
も
の
を
原
案
に
、
元
田
永
孚
が

修
正
を
加
え
、
こ
れ
を
明
治
天
皇
に
ご
覧
に
入
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、

元
田
永
孚
に
も
う
少
し
吟
味
す
る
よ
う
に
御
下
命
が
あ
り
、
何
度
も

推
敲
を
重
ね
た
末
、
明
治
天
皇
の
ご
裁
可
を
得
て
、
教
育
勅
語
の
成

文
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
井
上
毅
は
起
草
に
あ
た
り
、
法
律
じ
み

て
は
い
け
な
い
こ
と
、
宗
教
的
な
内
容
に
な
ら
な
い
こ
と
、
哲
学
的

で
は
い
け
な
い
こ
と
、
政
治
じ
み
た
文
章
で
は
い
け
な
い
こ
と
、
学

問
的
な
堅
い
も
の
で
も
い
け
な
い
、
天
皇
陛
下
の
御
文
章
に
相
応
し

い
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
特
定
の
宗
派
に
偏
っ
た
も
の
で
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
七
つ
の
困
難
を
説
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

草
案
を
ご
覧
に
な
っ
た
明
治
天
皇
は
、
と
く
に
、「
爾
臣
民
父
母
ニ

孝
ニ
…
…
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
の
徳
目
の
内
容
に
細

心
の
大
御
心
を
こ
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
勅
語
は
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
に
渙
発
さ
れ
、
そ
の
一

カ
月
後
の
十
一
月
二
十
九
に
は
、
帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
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す
。
新
し
い
立
憲
政
治
、
議
会
政
治
に
先
立
ち
、
国
民
教
育
の
基
本

を
お
示
し
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
詔
勅
と
は
異
な
り
、
内

閣
大
臣
の
副
署
が
な
く
、
明
治
天
皇
が
政
府
を
経
由
せ
ず
に
、
直
接

国
民
一
人
一
人
に
賜
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

二
、
教
育
勅
語
の
内
容

　

教
育
勅
語
の
内
容
を
拝
察
す
る
前
に
、
全
文
を
皆
さ
ん
で
ご
一
緒

に
奉
読
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
育
勅
語
の
全
文
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
　

教
育
勅
語
（
教
育
ニ
關
ス
ル
勅
語
）

朕ち
ん

惟お
も

フ
ニ　

我わ

カ
皇こ

う

祖そ

皇こ
う

宗そ
う　

國く
に

ヲ
肇は

じ

ム
ル
コ
ト
宏こ

う

遠え
ん

ニ　

德と
く

ヲ
樹た

ツ
ル
コ
ト
深し

ん

厚こ
う

ナ
リ　

我わ

カ
臣し

ん

民み
ん　

克よ

ク
忠ち

ゅ
うニ

克よ

ク
孝こ

う

ニ

　

億お
く

兆ち
ょ
う

心こ
こ
ろヲ

一い
つ

ニ
シ
テ　

世よ

世よ

厥そ

ノ
美び

ヲ
濟な

セ
ル
ハ　

此こ

レ

我わ

カ
國こ

く

體た
い

ノ
精せ

い

華か

ニ
シ
テ　

教
き
ょ
う

育い
く

ノ
淵え

ん

源げ
ん

亦ま
た

實じ
つ

ニ
此こ

こ

ニ
存そ

ん

ス

爾な
ん
じ

臣し
ん

民み
ん　

父ふ

母ぼ

ニ
孝こ

う

ニ
兄け

い

弟て
い

ニ
友ゆ

う

ニ　

夫ふ
う

婦ふ

相あ
い

和わ

シ
朋ほ

う

友ゆ
う

相あ
い

信し
ん

シ　

恭
き
ょ
う

儉け
ん

己お
の
れレ

ヲ
持じ

シ
博は

く

愛あ
い

衆し
ゅ
うニ

及お
よ

ホ
シ　

學ガ
ク

ヲ
修お

さ

メ
業ぎ

ょ
うヲ

習な
ら

ヒ　

以も
っ

テ
智ち

能の
う

ヲ
啓
發
シ
德と

っ

器き

ヲ
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

シ　

進す
す
んテ

公こ
う

益え
き

ヲ
廣ひ

ろ

メ
世せ

い

務む

ヲ
開ひ

ら

キ　

常つ
ね

ニ
國こ

っ

憲け
ん

ヲ
重お

も
ん

シ
國こ

く

法ほ
う

ニ
遵し

た
が

ヒ　

一い
っ

旦た
ん

緩か
ん

急き
ゅ
うア

レ
ハ
義ぎ

勇ゆ
う

公こ
う

ニ
奉ほ

う

シ　

以も
っ

テ
天て

ん

壤じ
ょ
う

無む

窮き
ゅ
うノ

皇こ
う

運う
ん

ヲ
扶ふ

翼よ
く

ス
ヘ
シ　

是か
く

ノ
如ご

と

キ
ハ　

獨ひ
と

リ
朕ち

ん

カ
忠

ち
ゅ
う

良り
ょ
うノ

臣し
ん

民み
ん

タ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス　

又ま
た

以も
っ

テ
爾

な
ん
じ

祖そ

先せ
ん

ノ
遺い

風ふ
う

ヲ
顯け

ん

彰し
ょ
うス

ル
ニ
足た

ラ
ン

斯こ

ノ
道み

ち

ハ　

實じ
つ

ニ
我わ

カ
皇こ

う

祖そ

皇こ
う

宗そ
う

ノ
遺い

訓く
ん

ニ
シ
テ　
　

子し

孫そ
ん

臣し
ん

民み
ん

ノ
倶と

も

ニ
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

ス
ヘ
キ
所

と
こ
ろ 

之こ
れ

ヲ
古こ

今こ
ん

ニ
通つ

う

シ
テ
謬あ

や
まラ

ス 

之こ
れ

ヲ

中ち
ゅ
う

外が
い

ニ
施ほ

ど
こシ

テ
悖も

と

ラ
ス   

朕ち
ん

爾な
ん
じ

臣し
ん

民み
ん

ト
倶と

も

ニ　

拳け
ん

拳け
ん

服ふ
く

膺よ
う

シ

テ 

咸み
な

其そ
の

德と
く

ヲ
一い

つ

ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶こ

い

幾ね
が

フ 

　
　
　
　
　

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日 　

　
　

御ぎ
ょ 

名め
い　

御ぎ
ょ 

璽じ

　

三
百
十
五
字
の
簡
潔
な
文
章
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
下
そ
の
内
容
を
、

諸
先
輩
方
の
学
説
（
亘
理
章
三
郎
『
教
育
勅
語
釈
義
全
書
』、
中
文
館
書
店
、

昭
和
九
年
等
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
私
な
り
に
拝
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。第

一
段
「
朕
惟
フ
ニ
…
…
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存
ス
」

　

第
一
段
の
「
朕
惟
フ
ニ
」
か
ら
「
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存

ス
」
ま
で
は
、
教
育
勅
語
に
お
け
る
建
国
（
肇
国
樹
徳
）
の
思
想
（
建

国
の
精
神
）
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
朕
」
は
、
天
皇
御
自
ら
「
わ
れ
」
と
称
さ
れ
る
お
言
葉
で
あ
り
、

「
惟
フ
ニ
」
は
「
思
う
に
」
と
同
じ
で
、「
考
え
て
み
る
に
」
と
い
う

こ
と
で
す
。「
朕
惟
フ
ニ
」
は
、
下
の
「
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ

存
ス
」
ま
で
か
か
り
ま
す
。
明
治
天
皇
が
、
ご
自
身
の
大
御
心
を
国

民
に
お
示
し
に
な
る
た
め
に
、
最
初
に
「
朕
惟
フ
ニ
」
と
仰
せ
ら
れ

た
も
の
で
す
。
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「
我
カ
」
は
「
我
等
が
」
と
い
う
親
し
み
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
「
皇
祖
皇
宗
」
は
、
皇
室
の
御
先
祖
の
こ
と
で
す
。
我
が
国
で
は

古
よ
り
天
皇
を
「
す
め
ら
み
こ
と
」
と
申
し
上
げ
、「
す
め
」
は
こ

の
上
も
な
く
尊
い
と
い
う
意
味
で
、
古
典
で
は
皇
祖
を
「
み
お
や
」

と
訓
ま
せ
て
お
り
ま
す
。「
祖
」
と
「
宗
」
と
を
分
け
る
と
き
に
は

「
皇
祖
」
は
そ
の
国
を
肇
め
造
っ
た
第
一
代
の
君
主
を
さ
し
、「
皇

宗
」
は
第
二
代
以
降
の
君
主
を
さ
し
ま
す
が
、
我
が
国
は
悠
久
の
昔

よ
り
一
系
の
皇
統
が
お
続
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
明
治
時
代
の
詔

勅
に
「
皇
祖
」
と
「
皇
宗
」
と
を
分
け
て
あ
る
場
合
は
、
御
歴
代
を

遠
く
神
代
に
ま
で
遡
り
、
皇
祖
は
そ
の
始
め
の
方
を
仰
せ
ら
れ
、
皇

宗
は
そ
の
後
の
方
を
仰
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
る
時
代
に
限

定
し
て
区
別
し
た
も
の
で
は
な
く
、
皇
祖
・
皇
宗
あ
わ
せ
て
一
つ
の

意
義
を
な
し
、
祖
宗
列
聖
と
仰
せ
ら
れ
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
「
国
」
は
「
国
家
」
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
万
世
一
系
の
天
皇
が

統
治
す
る
皇
国
（
日
本
の
国
家
）
の
こ
と
で
す
。

　
「
肇
ム
ル
」
は
、
創
め
造
る
と
い
う
こ
と
。
と
く
に
上
古
の
あ
る

時
代
に
限
定
せ
ず
、
長
く
引
き
続
い
て
の
こ
と
を
申
し
ま
す
。

　
「
宏
遠
ニ
」
は
、
広
大
久
遠
の
規
模
の
こ
と
で
、
我
が
国
の
建
国

は
太
古
に
あ
り
、
か
つ
規
模
が
宏
大
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で

す
。

　
「
徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
」
と
は
、
皇
祖
皇
宗
が
君
徳
を
樹

立
し
、
我
が
国
民
の
理
想
と
す
べ
き
道
徳
を
国
中
に
深
く
厚
く
お
布

き
に
な
り
、
人
倫
の
大
道
を
示
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
ま
す
。

　
「
我
カ
臣
民
」
は
、
皇
祖
皇
宗
以
来
、
天
皇
に
仕
え
る
歴
代
の
国

民
を
「
我
等
が
臣
民
」
と
親
し
ん
で
仰
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
克
ク
忠
ニ
克
ク
孝
ニ
」
は
、
世
々
の
国
民
が
、
よ
く
誠
の
心
を

も
っ
て
国
家
に
奉
仕
し
、
誠
の
心
を
も
っ
て
先
祖
と
親
に
仕
え
た
こ

と
を
申
し
ま
す
。

　
「
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
」
は
、
多
く
の
人
々
が
心
を
同
じ
く
し
て
。

　
「
世
々
厥
ノ
美
ヲ
済
セ
ル
ハ
」
は
、
代
々
そ
の
忠
孝
の
（
道
徳
的

に
）
美
し
い
風
習
を
成
就
し
て
来
た
の
は
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
此
レ
」
は
「
我
カ
皇
祖
皇
宗
」
以
下
、「
世
々
厥
ノ
美
ヲ
済
セ
ル

ハ
」
ま
で
を
承
け
ま
す
。

　
「
我
カ
」
は
「
我
カ
皇
祖
皇
宗
」
の
「
我
カ
」
と
道
義
で
、「
我
等

が
」「
私
た
ち
日
本
人
の
」
と
い
う
親
し
み
を
こ
め
ら
れ
た
表
現
で

す
。

　
「
国
体
」
は
、
日
本
の
古
典
の
伝
承
に
も
と
づ
く
建
国
の
原
理
、

な
い
し
は
国
家
の
体
制
（
尾
藤
正
英
「
水
戸
学
の
特
質
」）
の
こ
と
。

　
「
精
華
」
は
、
そ
の
最
も
純
美
な
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
我
カ
国
体
ノ
精
華
」
と
は
、
由
緒
あ
る
日
本
の
国
の
特
色
の
中

で
、
最
も
純
美
な
素
晴
ら
し
い
所
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存
ス
」
に
つ
い
て
は
、「
教
育
勅
語
」
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は
国
民
に
教
育
の
根
本
を
示
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
「
教
育
」
と

あ
る
の
は
「
国
民
教
育
」
の
こ
と
で
、
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
家
庭

教
育
、
社
会
教
育
な
ど
す
べ
て
を
含
む
も
の
で
す
。「
淵
源
」
は
、

基
づ
く
と
こ
ろ
、
国
民
教
育
の
根
本
と
し
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
。

「
実
ニ
」
は
ま
こ
と
に
、
た
し
か
に
そ
う
で
あ
る
と
強
調
す
る
語
句

で
す
。「
此
ニ
」
は
前
の
「
此
レ
」
と
同
じ
事
柄
。「
存
ス
」
は
「
在

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
我
カ
国
体
ノ
精
華
」
は
、
す
な
わ
ち
ま

た
我
が
国
民
教
育
の
根
本
で
あ
り
、
理
想
た
る
も
の
の
存
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
、
意
味
を
強
く
確
か
め
て
仰
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
の
古
典
に
由
来
す
る
日
本
の
建
国
の
起
源
、
な
ら

び
に
日
本
の
国
の
有
り
様
、
す
な
わ
ち
「
国
体
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
『
日
本
書
紀
』
を
繙
き
ま
す
と
、
天
照
大
御
神
が
皇
孫
瓊
瓊
杵
尊

に
賜
っ
た
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
に
、

葦
原
の
千
五
百
秋
の
瑞
穂
の
国
は
、
是
吾
が
子
孫
の
王
た
る
べ

き
地
な
り
。
宜
し
く
爾
皇
孫
、
就
き
て
治し

ら

せ
。
行さ

き

矣く
ま
せ。

宝
祚
の

隆
え
ま
さ
む
こ
と
、
当
に
天
壤
と
窮
無
か
る
べ
し
。

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
皇
祖
の
神
勅
の
中
に
、
日
本
の
国
家
を
麗
し
い

君
徳
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
る
と
い
う
思
想
が
表
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
神
武
天
皇
が
御
即
位
四
年
目
の
二
月
に
下
さ
れ
た
皇
祖
祭

祀
（
大
孝
）
の
詔
に
、

我
が
皇み

祖お
や

の
霊み

た
ま、

天
よ
り
降く

だ

り
鑒み

て
、
朕わ

が
躬
を
光て

ら

し
助
け
た

ま
へ
り
。
今
諸
の
虜

あ
だ
ど
も

已
に
平む

け
て
、
海

あ
め
の

内し
た

事
無
し
。
以
て
天

神
を
郊ま

祀つ

り
て
、
用
て
大

お
や
に
し
た
が
ふ
こ
と

孝
を
申の

べ
た
ま
ふ
べ
し

と
あ
り
、
神
祭
り
の
こ
と
を
大
い
な
る
孝
と
書
き
ま
し
て
「
お
や
に

し
た
が
う
こ
と
」
と
仰
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
古
典
に
お
い

て
親
孝
行
の
「
孝
」
の
字
は
、
こ
の
神
武
天
皇
の
先
祖
を
お
祭
り
に

な
る
詔
に
最
初
に
登
場
し
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
本
の
建
国
と

道
徳
の
根
本
は
、
高
天
の
原
に
神
鎮
ま
り
ま
す
、
天
照
大
御
神
の
神

勅
を
い
た
だ
い
て
国
づ
く
り
に
あ
た
ら
れ
た
、
第
一
代
の
神
武
天
皇

が
そ
の
範
を
示
さ
れ
、
第
二
代
綏
靖
天
皇
以
下
、
御
歴
代
の
天
皇
様

に
受
け
継
が
れ
、
国
民
も
ま
た
そ
の
大
御
心
を
戴
い
て
、
君
民
一
体

と
な
っ
て
国
家
の
発
展
に
尽
く
し
て
き
た
と
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
段
「
爾
臣
民
…
…
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
ス
ル

ニ
足
ラ
ン
」

　

次
に
、
第
二
段
の
「
爾
臣
民
」
か
ら
「
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ

顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
」
ま
で
は
、
国
民
が
実
践
す
べ
き
徳
目
に
つ
い

て
、
親
し
く
仰
せ
ら
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
爾
臣
民
」
は
、「
汝
ら
臣
民
よ
」
と
私
た
ち
国
民
一
人
々
々
に
親

し
く
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
父
母
ニ
孝
ニ
」
は
、
父
母
に
孝
行
の
誠
を
尽
く
す
こ
と
。
直
接

の
父
母
に
始
ま
り
、
祖
父
母
・
曾
祖
父
母
・
高
祖
父
母
、
更
に
伯
叔
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父
母
等
、
な
お
進
ん
で
は
父
母
の
子
孫
に
対
す
る
道
を
も
含
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
兄
弟
ニ
友
ニ
」
は
兄
弟
姉
妹
に
友
愛
で
あ
れ
よ
と
仰
せ
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
「
夫
婦
相
和
シ
」
は
、
夫
婦
が
互
い
に
愛
情
の
心
を
以
て
相
和
す

こ
と
で
す
。

　
「
朋
友
相
信
シ
」
は
、
友
達
は
互
い
に
正
直
で
い
つ
わ
り
の
な
い

信
を
も
っ
て
交
わ
る
こ
と
で
す
。

　
「
恭
倹
己
レ
ヲ
持
シ
」
は
、
恭
倹
の
徳
、
す
な
わ
ち
我
が
心
を
ひ

き
し
め
、
行
い
を
慎
ん
で
、
事
の
よ
き
ほ
ど
を
守
り
、
道
に
外
れ
た

こ
と
を
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
我
が
身
を
取
り
扱
う
こ
と
で
す
。

　
「
博
愛
衆
ニ
及
ホ
シ
」
の
「
博
」
は
「
広
」、「
愛
」
は
思
い
や
り

の
心
か
ら
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
こ
と
。「
博
愛
」
は
偏
り

な
く
普
く
一
切
に
行
き
渡
る
愛
と
い
う
こ
と
で
す
。「
衆
」
は
多
く

の
人
々
、
す
べ
て
の
人
類
。「
及
ホ
シ
」
は
「
行
き
と
ど
か
す
」
の

意
味
で
、「
施
す
」
と
い
う
意
味
と
は
違
い
、
近
き
よ
り
遠
き
に
行

き
と
ど
か
す
こ
と
で
、
そ
れ
に
は
順
序
の
差
別
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

差
別
は
お
お
よ
そ
縁
の
軽
重
や
事
の
緩
急
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

こ
の
教
え
を
お
し
広
め
て
、
愛
情
を
動
植
物
や
地
球
の
環
境
（
禽
獣

草
木
等
）
に
ま
で
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
出
来

ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
「
博
愛
衆
ニ
及
ホ
シ
」
の
教
え
の
応
用
と
す
べ

き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
学
ヲ
修
メ
行
ヲ
習
ヒ
」
は
、
学
業
を
修
習
し
と
い
う
意
味
で
、

修
学
と
習
業
は
別
の
二
つ
の
事
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
以
テ
智
能
ヲ
啓
発
シ
」
は
、
学
業
の
修
習
に
よ
っ
て
智
識
や
才

能
を
発
展
せ
し
め
る
こ
と
で
す
。

　
「
徳
器
ヲ
成
就
シ
」
は
、
人
と
し
て
の
徳
性
（
道
徳
的
人
格
、
道
徳

的
品
性
）
を
修
め
養
う
こ
と
。

　
「
進
テ
公
益
ヲ
広
メ
世
務
ヲ
開
キ
」
の
「
進
テ
」
は
、
学
を
修
め

業
を
習
う
立
場
か
ら
、
更
に
世
の
中
に
進
み
出
て
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
公
益
」
は
社
会
・
国
家
の
共
同
の
た
め
に
な
る
こ
と
。
公
共
の
利

益
の
こ
と
で
す
。「
広
メ
」
は
発
展
せ
し
め
て
そ
の
及
ぶ
と
こ
ろ
を

大
い
に
す
る
こ
と
。「
世
務
」
は
社
会
・
国
家
の
た
め
に
な
る
仕
事
。

世
間
有
用
の
務
め
。「
開
キ
」
は
創
造
し
発
展
せ
し
め
る
こ
と
で
す
。

　
「
常
ニ
国
憲
ヲ
重
シ
国
法
ニ
遵
ヒ
」
の
「
常
ニ
」
は
い
つ
で
も
。

「
国
憲
」
は
国
家
の
根
本
規
則
。
こ
こ
で
は
皇
室
典
範
と
帝
国
憲
法

の
こ
と
で
す
。「
重
シ
」
は
尊
び
守
る
こ
と
。「
国
法
」
は
国
家
の
規

則
で
、
こ
こ
で
は
法
律
等
の
こ
と
で
す
。「
遵
ヒ
」
は
守
り
行
う
こ

と
で
す
。

　
「
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
」
は
、
も
し
も
急
な
事
変
が

起
こ
っ
た
な
ら
ば
義
勇
（
正
し
い
勇
気
）
を
奮
い
起
こ
し
て
公
共
の

た
め
に
（
国
家
社
会
に
）
奉
仕
せ
よ
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
の
「
以
テ
」
は
「
父

母
ニ
孝
ニ
」
よ
り
「
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
」
ま
で
を
承
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け
ま
す
。「
天
壌
無
窮
」
は
天
地
と
共
に
窮
ま
り
の
な
い
、
永
遠
と

い
う
こ
と
。「
皇
運
」
は
日
本
の
国
の
隆
運
。「
扶
翼
」
は
た
す
け
な

す
こ
と
で
す
。

　
「
是
ノ
如
キ
ハ
」
は
「
父
母
ニ
孝
ニ
」
以
下
「
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ

シ
」
ま
で
を
承
け
ま
す
。
以
上
は
我
が
国
民
の
道
で
あ
っ
て
こ
れ
を

よ
く
守
り
行
う
も
の
は
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
独
リ
朕
カ
忠
良
ノ
臣
民
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
」
は
、
た
だ
忠
義
順

良
の
臣
民
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
。

　
「
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
」
は
、
ま
た
こ

れ
に
よ
っ
て
、
汝
ら
臣
民
の
祖
先
が
伝
承
し
て
き
た
美
風
（
麗
し
い

風
習
）
を
十
分
に
顕
彰
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
で
す
。
な

お
、
こ
の
一
節
は
前
段
の
「
我
カ
臣
民
…
世
々
厥
ノ
美
ヲ
済
セ
ル

ハ
」
に
照
応
す
る
も
の
で
す
。

　
「
教
育
勅
語
」
に
仰
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
道
徳
の
徳
目
は
、
大
き

く
三
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、「
家
族
や
友
達
と
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
徳
目
」

で
、「
孝
行
」、「
友
愛
」、「
夫
婦
の
和
」、「
朋
友
の
信
」
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

　

二
つ
め
に
、「
社
会
の
な
か
で
活
動
す
る
個
人
の
徳
目
」
と
し
て
、

「
謙
遜
」、「
博
愛
」、「
修
学
習
業
」、「
智
能
啓
発
」、「
徳
器
成
就
」

が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
め
に
、
国
家
・
社
会
の
一
員
と
し
て
の
行
動
に
つ
い
て
の
徳

目
と
し
て
、「
公
益
世
務
」、「
遵
法
」、「
義
勇
」
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
人
の
道
徳
の
根
本
理
想
と
し
て
の
「
皇
運
扶
翼
」

の
道
が
あ
り
ま
す
。

第
三
段
「
斯
ノ
道
ハ
…
…
咸
其
徳
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾

フ
」

　

次
に
、
第
三
段
の
「
斯
ノ
道
ハ
」
か
ら
「
咸
其
徳
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ

ト
ヲ
庶
幾
フ
」
ま
で
に
お
い
て
、
明
治
天
皇
は
先
祖
伝
来
の
道
を
国

民
と
共
に
実
践
し
よ
う
と
の
大
御
心
を
お
示
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
斯
ノ
道
ハ
」
は
、
こ
の
我
等
の
ま
さ
に
実
践
す
べ
き
こ
と
は
、

と
い
う
こ
と
で
「
斯
ノ
道
」
と
い
う
の
は
前
段
の
「
父
母
ニ
孝
ニ
」

以
下
「
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
ま
で
の
こ
と
で
す
。

　
「
実
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ニ
シ
テ
」
の
「
遺
訓
」
は
、
の
こ

し
伝
え
た
教
え
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
皇
祖
皇
宗
の
遺
し
伝
え
ら
れ

た
御
教
え
の
こ
と
で
す
。

　
「
子
孫
臣
民
ノ
倶
ニ
遵
守
ス
ヘ
キ
所
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
道
は

実
に
我
が
皇
祖
皇
宗
の
御
遺
訓
で
あ
っ
て
、
其
の
御
子
孫
に
ま
し
ま

す
天
皇
や
皇
族
の
御
方
々
も
、
ま
た
国
民
及
び
国
民
の
子
孫
も
、
皆

斉
し
く
永
久
に
遵
い
守
る
べ
き
所
の
も
の
で
あ
る
と
仰
せ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
「
之
ヲ
古
今
ニ
通
シ
テ
謬
ラ
ス
之
ヲ
中
外
ニ
施
シ
テ
悖
ラ
ス
」
の

「
之
」
は
、「
斯
ノ
道
」
の
こ
と
で
す
。「
古
今
ニ
通
シ
テ
」
は
、
昔
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の
時
に
も
、
今
の
時
に
も
、
何
時
で
も
。「
謬
ラ
ス
」
は
間
違
い
が

な
い
こ
と
。「
中
外
ニ
施
シ
テ
」
は
我
が
国
で
行
っ
て
も
、
外
国
で

行
っ
て
も
。「
悖
ラ
ス
」
は
逆
に
そ
む
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
。

「
斯
ノ
道
」
は
時
か
ら
い
え
ば
「
古
今
に
通
じ
て
謬
ら
ず
」、
処
か
ら

い
え
ば
「
中
外
に
施
し
て
悖
ら
ず
」、
す
な
わ
ち
宇
宙
に
行
き
渡
っ

た
真
理
で
あ
る
こ
と
を
強
く
確
信
し
て
仰
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
「
朕
爾
臣
民
ト
倶
ニ
拳
々
服
膺
シ
テ
咸
其
徳
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ

庶
幾
フ
」
に
お
け
る
、「
拳
々
服
膺
」
は
慎
ん
で
こ
れ
を
我
が
身
に

付
け
て
自
ら
守
り
行
う
こ
と
。
慎
ん
で
奉
戴
実
行
す
る
こ
と
で
す
。

「
咸
」
は
皆
と
同
じ
く
、
こ
と
ご
と
く
の
人
と
い
う
こ
と
。「
徳
」
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
日
本
伝
来
の
道
徳
の
こ
と
で
す
。
朕
は

汝
ら
臣
民
と
斉
し
く
、
つ
つ
し
ん
で
こ
れ
ら
の
道
徳
を
我
が
身
に
つ

け
て
、
自
ら
之
を
実
践
し
、
皆
そ
の
徳
を
同
一
に
、
心
を
一
つ
に
す

る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
い
望
む
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

明
治
天
皇
は
御
生
涯
に
九
万
三
千
首
も
の
御
製
（
和
歌
）
を
お
詠

み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
日
本
人
の
あ
る
べ
き
道
を
お

諭
し
に
な
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
御
製
が
数
々
遺
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
首
を
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、
明
治
二
十
二
年
、
憲
法

発
布
の
年
に
、

さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
ら
む
末
ま
で
も
五
十
鈴
の
川
の
水
は
に
ご

ら
じ

と
お
詠
み
に
な
り
ま
し
た
。
高
天
の
原
の
天
津
神
の
御
教
え
の
ま
に

ま
に
、
神
武
天
皇
の
建
国
以
来
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
日
本
人
の

心
が
、
さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
ら
む
未
来
永
劫
ま
で
、
伊
勢
の
神
宮
の

御
神
域
を
流
れ
る
五
十
鈴
川
の
水
の
ご
と
く
、
清
く
明
る
く
、
正
し

く
直
く
あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
願
い
を
込
め
ら
れ
て
お
詠
み

に
な
っ
た
お
歌
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
三
年
の

教
育
勅
語
の
渙
発
も
ま
た
、
こ
の
お
歌
に
こ
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
御

心
境
で
、
新
渡
戸
稲
造
が
述
べ
た
よ
う
に
、
親
が
子
に
授
け
る
よ
う

な
お
気
持
ち
で
、
明
治
時
代
の
国
民
さ
ら
に
は
、
そ
の
子
孫
た
る
現

在
の
私
ど
も
国
民
の
こ
と
を
も
念
頭
に
置
か
れ
た
、
心
温
ま
る
お
言

葉
で
あ
っ
た
と
拝
察
さ
れ
ま
す
。

三
、
よ
り
よ
い
国
づ
く
り
に
向
け
て

　

教
育
勅
語
の
精
神
を
、
今
後
の
国
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
、
人
づ

く
り
に
、
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
べ
き
か
。
結
び
に
あ
た
っ
て
、

こ
こ
に
、
二
つ
の
提
言
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
勅
語
の
奉
読
や
書
写
、講
話
の
す
す
め

　

ま
ず
、「
教
育
勅
語
」
は
、
ま
さ
に
「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日

本
語
」、
素
晴
ら
し
い
文
章
で
す
。
こ
れ
を
読
み
、
あ
る
い
は
書
き

写
す
、
あ
る
い
は
教
育
勅
語
の
内
容
等
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
を

折
々
に
設
け
て
、
理
解
、
習
得
に
努
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
、
占
領
下
で
の
国
会
の
排
除
・

失
効
確
認
決
議
に
よ
り
、
ま
る
で
内
容
的
価
値
が
否
定
さ
れ
た
か
の

よ
う
な
誤
解
が
生
じ
て
、
す
で
に
六
十
年
以
上
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
誤
解
は
日
本
の
将
来
の
た
め
に
ぜ
ひ
正
し
て
、
今
な
お

国
民
が
守
る
べ
き
道
徳
訓
で
あ
る
こ
と
を
、
国
民
一
人
一
人
が
確
認

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
の
指
針
と
し
て
採
り
入
れ
、
実
践
し
て
参
り

た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
（
森
田
康
之
助
『「
教
育
勅
語
」
の
義
解
』）。

昔
話
や
祭
礼
な
ど
、
身
近
な
伝
統
文
化
の
振
興

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
昔
話
や
民
話
、
あ
る
い

は
家
庭
、
神
社
等
で
の
祭
礼
や
、
年
中
行
事
、
し
き
た
り
な
ど
の
大

切
さ
を
理
解
し
、
伝
承
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
岩
手
県
遠
野
市
で
は
平
成
二
十
二
年

に
柳
田
國
男
の
『
遠
野
物
語
』
発
刊
よ
り
百
年
を
記
念
し
て
、
様
々

な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
家
族
で
遠
野
を
訪
ね
、
遠
野

ふ
る
さ
と
村
の
曲
が
り
屋
の
囲
炉
裏
端
で
、
語
り
部
の
昔
話
を
拝
聴

し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
座
敷
わ
ら
し
の
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
一
七　

旧
家
に
は
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
と
い
ふ
神
の
住
み
た
ま
ふ

家
少
な
か
ら
ず
。」

「
一
八　

ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
ま
た
女
の
児
な
る
こ
と
あ
り
。
…
…

山
口
孫
左
衛
門
と
い
ふ
家
に
は
、
童
女
の
神
二
人
い
ま
せ
り
と

い
ふ
を
久
し
く
言
ひ
伝
へ
た
り
し
が
、
あ
る
年
同
じ
村
の
何
某

と
い
ふ
男
、
町
よ
り
帰
る
と
て
留
場
の
橋
の
ほ
と
り
に
て
見
馴

れ
ざ
る
二
人
の
よ
き
娘
に
逢
へ
り
。
…
…
さ
て
は
孫
左
衛
門
が

世
も
末
だ
な
と
思
ひ
し
が
、
そ
れ
よ
り
久
し
か
ら
ず
し
て
、
こ

の
家
の
主
従
二
十
幾
人
、
茸
の
毒
に
あ
た
り
て
一
日
の
う
ち
に

死
に
絶
え
、
七
歳
の
女
の
子
一
人
を
残
せ
し
が
、
そ
の
女
も
ま

た
年
老
い
て
子
な
く
、
近
き
頃
病
み
て
失
せ
た
り
。」

「
一
九　

孫
左
衛
門
が
家
に
て
は
、
あ
る
日
梨
の
木
の
め
ぐ
り

に
見
馴
れ
ぬ
茸
の
あ
ま
た
生
え
た
る
を
、
…
…
最
後
の
代
の
孫

左
衛
門
、
食
は
ぬ
が
よ
し
と
制
し
た
れ
ど
も
、
下
男
の
一
人
が

い
ふ
に
は
、
い
か
な
る
茸
に
て
も
水
桶
の
中
に
入
れ
て
苧お

殻が
ら

を

も
ち
て
よ
く
か
き
廻
し
て
後
食
へ
ば
け
つ
し
て
あ
た
る
こ
と
な

し
と
て
、
一
同
こ
の
言
に
従
ひ
家
内
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
食
ひ

た
り
。」（
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
』、
明
治
四
十
三
年
）

　

語
り
部
の
方
が
、『
遠
野
物
語
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
の
昔
話
を
な

さ
っ
た
後
、
こ
れ
を
聴
い
て
い
た
私
た
ち
に
、「
お
家
の
中
の
長
上

の
人
や
、
お
年
寄
り
の
言
い
つ
け
、
教
え
は
、
大
事
に
し
な
さ
い

よ
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
語
り
部
の
お
婆
さ
ん
の
こ
の
教
え
は
大
変

感
銘
深
い
も
の
で
、
明
治
天
皇
の
「
教
育
勅
語
」
の
大
御
心
と
相
通

ず
る
も
の
で
は
な
い
か
と
、
拝
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
わ
ず
か
一
例
に
過
ぎ
ず
、
家
庭
の
し
き
た
り
や
年
中
行
事
、

家
訓
、
昔
話
や
民
話
、
あ
る
い
は
神
社
の
祭
礼
な
ど
、
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
伝
統
文
化
の
多
く
に
は
、「
教
育
勅
語
」
に
通
じ
る
精
神
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が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
精
神
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
て
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展
に
尽
く
す
こ
と
は
、

「
教
育
勅
語
」
に
ご
ざ
い
ま
す
と
こ
ろ
の
、
私
た
ち
の
祖
先
の
遺
風

の
顕
彰
に
努
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

付
記　

本
稿
は
、
第
四
十
五
回
建
国
記
念
の
日
奉
祝
岩
手
県
民
大
会
（
平
成

二
十
三
年
二
月
十
一
日
、
岩
手
県
公
会
堂
）
で
の
講
演
原
稿
に
加
筆
し
ま

し
た
。
岩
手
県
神
社
庁
の
西
舘
勲
庁
長
に
は
貴
重
な
勉
強
の
機
会
を
戴
き

ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
御
嶽
山
御
嶽
神
明
社
禰
宜
）




